
 
技術開発 

事例 
共同研究 店舗用不審者判別防犯カメラシステムの開発 

【共同研究先】 システムプロダクト株式会社  

１ はじめに

防犯意識の高まりから各種防犯装置の開発が進んでいます。例
えば子ども用携帯電話や人感センサなどです。
本開発では画像処理を用いた、店舗用の不審者自動判別カメラ
システムの開発を企業と共同で実施しました。

２ システム構成

３ ソフトウェア

不審な移動パターンの監視
万引き犯人の不審な移動パターンを自動判別します。

不審な動作パターンの監視
静止状態での不審な動作パターンを自動判別します。

不審者を発見

４ 開発結果

開発の結果、不審な移動パ
ターンおよび不審な動作パ
ターン自動判別の開発がほ
ぼ終了しました。

移動パターン抽出例
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